
　　　　　　　　　　　　次代を担う経営体育成と先端技術を活用した施設
園芸の生産性向上

活動期間：令和４年度～（継続中））

○志太榛原地域では、イチゴの新規就農者や複合作物として新たにイチゴ
栽培に参入する者が増加しているが、経営は不安定である。

○経営安定のためイチゴ基礎講座、スマートイチゴ研究会を開催し、イチゴ
の生理生態特性、防除、栽培管理などの知識習得及び栽培技術向上を支援。

○この結果、複合環境環境制御装置、日射比例給液装置、ＵＶＢの導入が
進むとともに、イチゴ栽培開始３年以内の３戸が10ａ当り６ｔの目標収量を達
成した。

具体的な成果

１　新規参入者の育成及び確保
■イチゴ基礎講座の受講者数
　　令和３年　延べ１５９人
　　令和４年　延べ１６７人
■新規研修受入農家　
　　令和３年０戸　→　令和４年　イチゴ３戸
２　スマート農業技術の導入促進
■複合環境制御装置
　　令和３年　２戸３５ａ
　　令和４年　３戸４５ａ
■単収の増加

　目標収量６t/10ａ達成農家
　令和２年０戸　→　令和４年３戸

　　図１　基礎講座受講生の終了の推移

３　環境に配慮した生産方式の導入推進
■ＵＶＢの導入
　　令和３年　２戸３２ａ
　　令和４年　３戸４０ａ
■日射比例給液装置
　　令和３年　３戸７６ａ
　　令和４年　７戸１００ａ

普及指導員の活動

令和４年～継続
■イチゴ基礎講座を１２回開催した。

■スマートイチゴ研究会を６回開催し、先端
技術の情報共有を行った。
■県単事業を活用し複合環境制御装置の
導入を推進した。

■国交付金を活用し、天敵蜂とＵＶＢの現地
実証を行った。

■エコベリー研究会を４回開催し、日射比
例給液による施肥量を低減する管理方法
の習得を図った。

普及指導員だからできたこと

・イチゴの専門技術とスマート農業技術を組
み合わせた省力安定生産技術の現地実証
を行った。

・地域の課題を解決するためにＪＡ、市と連
携しながら補助事業を活用し、ＵＶＢの導入
を推進した。

静岡県
【重点プロジェクト計画】
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静岡県

次世代を担う経営体育成と先端技術を

活用した施設園芸の生産性向上

活動期間：令和４年度～（継続中）

１．取組の背景
静岡県志太榛原地域は温暖な気象と日照時間に恵まれたイチゴ産地であ

る。生産者の高齢化、担い手不足により栽培面積が減少する中、大井川地域

では異業種からの研修生を受け入れる、県の「がんばる新農業人支援事業」

により同地域では新規就農者が毎年２～３人定着している。また、ハイナン

地域では複合作物として新たにイチゴ栽培に参入する者が増えている。

産地を維持するためには、イチゴ新規就農及び参入者の経営安定と省力化

技術の導入が必要である。そのため、栽培管理技術習得のための基礎講座、研

究会を開催し、スマート農業の導入による栽培管理の自動化を推進した。

表１ 管内イチゴの生産状況（大井川農協、ハイナン農協）

２．活動内容（詳細）
（１）新規参入者の育成及び確保

①イチゴ基礎講座

ＪＡと連携し、イチゴ基礎講座を年間 12 回開催し、就農３年以内に目標

収量高設栽培６ｔ/10ａ、土耕栽培５ｔ/10ａを達成するため、イチゴの

生理生態、病害虫防除、栽培管理などの基礎知識習得を支援した。

②新規研修受入れ農家の確保

ＪＡと連携し、研修受入れ農家の掘り起こしを行い、新規就農希望者のイ

チゴの作業体験を行った。

（２）スマート農業技術の導入促進

イチゴ基礎講座受講後、複合環境制御装置を導入し、県育成の新品種‘きら

ぴ香’栽培を開始した生産者を対象に、スマートイチゴ研究会を年間６回開催

した。

（３）環境に配慮した生産方式の導入推進

①ＵＶＢ

みどりの食料システム戦略緊急対策交付金 グリーンな栽培体系への転

換サポート（令和４年）を活用し、ＪＡ、市と連携して、ＵＶＢと天敵蜂の

年度
農家戸数（戸） 栽培面積

（ｈａ）

販売金額

（億円）

1 戸当り販売
金額（万円）うち新規就農 うち新規参入

平成 28 年 ６８ ２ ０ １１．４ ５．９ ８６８

平成 29 年 ７０ ２ ０ １１．６ ６．６ ９４３

平成 30 年 ６９ ３ １ １１．５ ６．７ ９７１

令和元年 ６３ ３ ２ １０．７ ６．２ ９８４

令和２年 ６５ ３ ２ １１．３ ７．０ １，０７７
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現地実証を行った。

②日射比例給液装置の導入

タイマー給液方式と日射比例給液方式の現地調査を行った。

３．具体的な成果（詳細）
（１）新規参入者の育成及び確保

①イチゴ基礎講座

令和４年は、延べ 167 人が受講した。

②新規研修受入農家

榛南地域受入連絡会において、新たにイチゴ農家２戸が、新規就農者育

成総合対策の研修機関として認定され、令和５年度から研修生の公募を行

う。大井川地域受入れ連絡会において、新たにイチゴ農家１戸が、研修機関

として認定された。

（２）スマート農業技術の導入促進

①令和４年は、３戸 45ａに複合環境制御装置「ふくごう君Ⅱ」が導入され、

携帯端末による室内環境要因のモニタリングと遠隔操作が可能となり、ハ

ウス管理の省力化が図られた。

②単収の増加

目標収量６t/10ａ達成農家は、令和４年は３戸となった。

表２ イチゴ基礎講座受講生の栽培概要

図１ 基礎講座受講生の収量の推移

イチゴ 栽培 複合環境 日射比例 天敵 ＵＶＢ

経営体 基礎講座 方法 制御装置 給液装置

Ａ １期生 高設 ○ ○ ○ ○

Ｂ １期生 高設 ○ ○ ○

Ｃ １期生 高設 ○ ○ ○ ○

Ｄ １期生 土耕無加温 ○

Ｅ ２期生 高設 ○ ○ ○ ○

Ｆ ２期生 高設 ○ ○ ○ ○

Ｇ ２期生 高設 ○ ○ ○
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生産者 ＵＶＢ うどんこ病

Ａ なし 11月22日発生

Ｂ なし 12月12日発生

Ｃ あり 発生なし

Ｄ あり 発生なし

（３）環境に配慮した生産方式の導入推進

①ＵＶＢの導入

ＵＶＢがあるハウスは、ないハ

ウスに比べ、殺菌剤の散布回数が

２分の１以下に低減され、うどん

こ病の発生が抑制された。

表３ 現地農家の栽培概要

図２ うどんこ病防除回数の比較

②日射比例給液装置の導入

令和５年度までに 12 戸、200ａに日射比例給液装置が導入され、施肥量

低減が図られた。

図３ 給液回数の比較 図４ 日射比例給液の導入状況

４．農家等からの評価・コメント（藤枝市北川氏）
本ぽにＵＶＢを活用することにより、うどんこ病の防除回数が大幅に減り、

省力化された。また、収穫するイチゴの果形が、でこぼこせず、きれいな実に

なった。今後は、育苗ハウスへのＵＶＢ導入を検討したい。

５．普及指導員のコメント（志太榛原農林事務所生産振興課班長 藤

浪裕幸）
現地調査の結果、複合環境制御装置によるハウス管理の省力化、ＵＶＢに

よる防除の省力化、日射比例給液装置によるコスト低減が明らかになった。

今後、イチゴ基礎講座受講生を対象に、これらの導入推進を図り、経営を

安定化させる必要がある。

６．現状・今後の展開等
新規就農者及び新規参入者の経営安定と規模拡大によりイチゴ産地の維

持、発展を図る。また、スマート農業技術の活用により省力化を図るととも

に環境に配慮した生産方式の導入を推進し、持続可能な生産体制を確立する。


